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SNS内を対象とした炎上抑制アプリ
中沢研究室 ¦ 佐藤 駿平

SNS上の話題について、投稿の感情傾向を把握し、炎上の兆候を扱うアプリを開発する。判断過程を追いやすくするため、

言葉に設定した感情極性を辞書として利用し、fugashiによる形態素解析の結果から極性を集計する。関連する話題の取得

にはfeedparserでGoogleニュースのRSSを読み込む。中間時点では辞書方式の解析とニュースの取得を実装し、構成図と出

力例を示した。ただし、否定語やSNS特有の表現では単語ごとの極性と文全体の意味がずれることがあり、解析結果と話題

の関連づけも検討段階である。炎上を予測または抑制できたという評価結果はまだなく、次に表現への対応と判定精度の確

認を進める。

投稿分析から傾向把握までの構成 感情極性分析の出力例

発表スライドより

方法

辞書に感情極性を設定し、fugashiで形態素解析。

feedparserでGoogleニュースのRSSを取得し、話題との関

連を調べる。

中間時点の到達点

辞書方式の解析とRSS取得を実装。炎上の予測性能や抑制効

果は発表資料ではまだ検証されていない。

次の検証 否定語やSNS固有表現への対応、解析結果とトレンドの関連度の設計を進め、判定精度を評価する。

画像・内容：各発表者のPDIII中間発表資料 / 2026-09-25


